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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月25日(2015.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動式での解除及び再作動を伴ったばね作動式駐車ブレーキにおいて、
　シリンダ壁部と、第２の壁部と反対側に設けられる第１の壁部とを有する空気圧シリン
ダと、
　前記空気圧シリンダ内で移動可能であり、且つ前記シリンダ壁部に対して封止されるピ
ストンと、
　前記空気圧シリンダの圧力が減らされた場合に前記ピストンを前記第１の壁部に対して
付勢するように、前記ピストンと前記第２の壁部との間に延在する少なくとも１つのばね
と、
　前記ばねに抗して前記ピストンを前記第２の壁部に向かって移動させるように圧力を加
えるための空気圧導入口と、
　手動式ハンドホイールと、
　手動式リセット機構の動作に作用するように前記手動式ハンドホイールに動作可能に接
続されるスピンドル軸と、
　前記手動式リセット機構に接続され、且つ前記空気圧シリンダ及び前記第１の壁部を通
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って延在するプッシュロッドと
を備え、
　前記手動式ハンドホイールが手動で回転されると、前記手動式リセット機構は、回転さ
れ、且つ、前記手動式ハンドホイールの回転方向に対応するように前記プッシュロッドを
前記ピストンに対して移動させ、
　前記手動式リセット機構は、前記スピンドル軸の第１の端部にスライド可能に接続され
る第１の端部と前記プッシュロッドに接続される第２の端部とを有するねじ付きシャフト
と、前記ねじ付きシャフトと回転可能に係合するボールねじナットとを含み、
　前記スピンドル軸の第２の端部は、解除ピン機構へ係合する請求項１に記載のばね作動
式駐車ブレーキ。
【請求項２】
　前記ボールねじナットは、前記ピストンに対して固定して配置される請求項１に記載の
ばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項３】
　前記ねじ付きシャフトは、中空であり、且つ、前記スピンドル軸を通って延在するキー
にスライド可能に係合するキー溝を含む請求項１に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項４】
　前記ボールねじナットは、前記ピストンに連結されたスリーブ内に設置される請求項１
に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのばねは、一対の同軸にあるばねである請求項１に記載のばね作動
式駐車ブレーキ。
【請求項６】
　前記手動式ハンドホイールは、第２の傘歯車に係合する第１の傘歯車を有するギヤボッ
クスに接続される請求項１に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項７】
　前記第１及び第２の傘歯車は、直線的な歯部又はスパイラルな歯部を有する請求項６に
記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項８】
　前記スピンドル軸の第２の端部は、解除ピン機構への解除可能な係合を受ける歯付き爪
車を有する請求項１に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項９】
　前記解除ピン機構は、前記歯付き爪車と選択的に係合可能であるばね負荷引き出しピン
を含む請求項８に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項１０】
　前記手動式ハンドホイールは、第２のシャフト部分と選択的に係合可能な第１のシャフ
ト部分を有するシャフトによってギヤボックスに接続される、又は、ギヤボックス内の選
択的に係合可能なギヤによって前記ギヤボックスに接続される請求項１に記載のばね作動
式駐車ブレーキ。
【請求項１１】
　前記第１のシャフト部分及び前記第２のシャフト部分は、ばね負荷機構を介して選択的
に係合することができる請求項１０に記載のばね作動式駐車ブレーキ。
【請求項１２】
　鉄道車両用の駐車ブレーキにおいて、
　シリンダ壁部と、第２の壁部と反対側に設けられる第１の壁部とを有する空気圧シリン
ダと、
　前記空気圧シリンダ内で移動可能であり、且つ前記シリンダ壁部に対して封止されるピ
ストンと、
　前記空気圧シリンダの圧力が減らされた場合に前記ピストンを前記第１の壁部に対して
付勢するように、前記ピストンと前記第２の壁部との間に延在する少なくとも１つのばね
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と、
　前記ばねに抗して前記ピストンを前記第２の壁部に向かって移動させるように圧力を加
えるための空気圧導入口と、
　手動式ハンドホイールと、
　手動式リセット機構の動作に作用するように前記手動式ハンドホイールに動作可能に接
続されるスピンドル軸であって、前記手動式リセット機構が、前記スピンドル軸の第１の
端部にスライド可能に接続される第１の端部とプッシュロッドに接続される第２の端部と
を伴ったねじ付きシャフトと、前記ねじ付きシャフトと回転可能に係合するボールねじナ
ットとを有する、スピンドル軸と、
　前記手動式リセット機構に接続され、且つ前記空気圧シリンダ及び前記第１の壁部を通
って延在する前記プッシュロッドと
を備え、
　前記手動式ハンドホイールが手動で回転されると、前記手動式リセット機構は、回転さ
れ、且つ、前記手動式ハンドホイールの回転方向に対応するように前記プッシュロッドを
前記ピス１３トンに対して移動させる、駐車ブレーキ。
【請求項１３】
　前記ねじ付きシャフトは、中空であり、且つ、前記スピンドル軸を通って延在するキー
にスライド可能に係合するキー溝を含む請求項１２に記載の駐車ブレーキ。
【請求項１４】
　前記ボールねじナットは、前記ピストンに対して固定して配置される請求項１２に記載
の駐車ブレーキ。
【請求項１５】
　前記ボールねじナットは、前記ピストンに連結されたスリーブ内に設置される請求項１
２に記載の駐車ブレーキ。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのばねは、一対の同軸にあるばねである請求項１２に記載の駐車ブ
レーキ。
【請求項１７】
　前記手動式ハンドホイールは、第２の傘歯車に係合する第１の傘歯車を有するギヤボッ
クスに接続される請求項１２に記載の駐車ブレーキ。
【請求項１８】
　前記手動式ハンドホイールは、第２のシャフト部分と選択的に係合可能な第１のシャフ
ト部分を有するシャフトによってギヤボックスに接続される、又は、ギヤボックス内の選
択的に係合可能なギヤによって前記ギヤボックスに接続される請求項１２に記載の駐車ブ
レーキ。


	header
	written-amendment

